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	食品安全をリードする人材へ
	JFSマスター
	養成研修
	定員
	100名
	先着順
	参加費

	7,000円
	申込締切
	10月30日
	（金）
	（税込）
	受講方法

	オンライン
	受講期間
	こんな方におすすめ！
	お申し込みは今すぐ！
	2026年
	（金）


	参加対象
	① HACCP３日間研修の修了者
	② JFS-C規格 内部監査員コース修了者
	③ JFS規格取得プレステージ研修(2023年度、2024年度)の修了者
	④ 食品安全管理の責任者または HACCPチームメンバーとしての実務経験者

	参加資格要件

	JFSマスター養成研修の全体像
	STEP 1
	JFSマスター

	STEP 2
	STEP 3
	STEP 4

	JFSマスター登録のメリット

	7,000円
	お問合せ先


